
 

 

 

 

 

 

 

授業内容 

現代の心理学や認知科学、脳神経科学といった学問は、自然科学による分析的方法によって人間のこ

ころを合理的に理解する道を拓いてきました。しかしそれらだけでは、ともすれば「頭でっかち」な人

間観に陥ってしまう懸念もあります。私たち自身の身体に根ざした生身の人間経験を、こころを扱う科

学はどのように捉えていくべきでしょうか。このような視点から、仏教やヨガなど、東洋の伝統的な実

践やその心身観を、こころの科学と融合させようとするこころみが注目されています。 

このゼミでは、「こころとからだ」をキーワードに、こころについての実証科学と東洋の伝統的思想と

を並行して参照しつつ、現代における統合的、調和的な人間の捉え方について考えていきたいと思いま

す。実験心理学や認知神経科学の分野における最新の実証的知見を学ぶとともに、フランシスコ・ヴァ

レラや京都学派など東洋的思想を扱った文献の講読を通して、日本を含めた東洋における心身の捉え方

にも馴染んでいきたいと考えています。 

実際の研究活動は、原則として心理学の方法を使った実験、調査等によるものになります。したがっ

て机上での学習だけでなく、みずから体を動かしてそれらの知識、技術を十分に習得することが必要で

す。また研究活動と並行して、仏教、ヨガ、武術、速読、伝統芸能、スポーツ、マインドフルネスなど、

何らかの東洋的要素を持った実践をみずから体験する機会も持つことが望ましいです。これらを通して、

主観的体験と客観的分析とをバランスよく融合させていくことを目指したいと思います。 

 

シラバス 

【3年生】 

春期：心理学、神経科学、東洋思想の文献 (論文、書籍）の講読 (発表および討論)。 

秋期：文献講読を継続。個人・グループによる研究プロジェクトを立ち上げ、研究を開始。 

【4年生】 

春期：研究とゼミ論の進捗発表。 

秋期：研究とゼミ論の進捗発表。 

 

教科書 

【3年生】 

授業内で随時指示します。 

【4年生】 

授業内で随時指示します。 

 

参考文献 

東洋思想に関わるもの： 

オイゲン・ヘリゲル (1981). 弓と禅 (稲富栄次郎・上田武訳). 福村出版. 

西田幾多郎 (1923). 善の研究. 岩波書店. 
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学術雑誌： 

Mindfulness (Springer) 

マインドフルネス研究 (日本マインドフルネス学会) 

他、授業内で随時指示します。 

 

評価方法 

【3年生】 

平常点 (授業での発表、討論や研究活動への取り組み) によって評価します。 

【4年生】 

平常点とゼミ論によって評価します。 

 

授業実施曜日・時限（予定） 

【3年生】【4年生】 

2 学年合同で月曜日 5 時限におこないます。6 時限目に延長する場合があるので、5,6 限は他の科目を入

れないようにして下さい。 

 

備考 

このゼミは、2017 年度から新たにスタートします。皆さん自身の自発的な学びの場を、ぜひ一緒に創

っていきましょう。 

研究を実施するうえでは、ゼミや学部の中だけでなく、さまざまな実践に取り組む学内外の場をフィ

ールドにすることや、実践に熟達した人の協力を得ることも必要になるでしょう。そのような場をみず

から提案、開拓できることも歓迎します。 

また、皆さんと一緒にヨガなどの実践をする機会を提供していくことも構想しています。 

 

選考方法  

・ゼミ志望理由書 

・2年春学期までの成績を参考にする 

 


